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双胎の腎盂形態に就て
昭和28年5月9目受付

長野赤十字病院皮膚科泌尿器科　（医長　奥井重敬）

瀧澤毅　瀧澤明　矢島高明

田中偵夫　石川保雄

On the Pyelography of the Twins

Depaτtment　of　Dematourelogy，　Nagaロo　Red　Crosg　HoSpita1

　　　　　　（Direc士or：Dl・．　Shigetaka　Ohub

Takeshi Takizawa, Akira Takizawa, Takaaki Yazima,

Sadao Tanaka, Yasuo Isikawa

Tlle　com1）arative　study　by　means　of　intravenous　pyelograplly　oll　the　fornLs　of　renal　pGMs

ill　44　cases　of　twius　l・exアealed　that　its　forms　are　very　siMila1・each　other　iu　the　one－egg　twil’ls

（ユ4　cases）but　tlle　num｝／　el’，　the　fo・’ms　and　other　de七aiis　of　minor　calyces　are　no七a1、vaYs　so

alike　as　the　forms　of　pelvis．

　　　　　　　　緒　　　　言

　双胎に関する各種の調査研究は多方面に亘り，其の

報告は枚挙に憧まないが，’ ｶ休に於ける腎孟形態の比

較研究に関する報告は見当らない。吾々は最近小，中

学生双胎を材料としで排泄性腎孟撮影に依る腎孟の形

態を比較研究したので其の成績を報告する。

　　　　　　検査材料並に検査方法

　吾々の検査した双胎は小，中学生双胎44組にして，

之は長野市内の小，中学校に問合せて集めた双胎約

70組の内より来院を求めて調査したるものにして，年

令的には満7才より満14才に及び，同性双胎33組（内

男性双胎19組，女性双胎14組）異性双胎11組である。

卵性決定は両親（特に母親），産婆或は医師に問合せ

て確i爽に信を置けるものを以つて基礎とした。腎孟撮

影は排泄性腎孟撮影法にして33％スギゥpンユ5cct或

は70％ピラセトソユ5ccを静脈内こ注射し，尿瞥圧迫

帯を施し，注射後15分後，深吸気時に撮影を行つた。

　腎孟形態の比較は次の如き山之内氏の分類に準じて

分類を行い，叉小腎謹の形は種々雑多なれども，中

村氏に準じて筒型（Cylincler　i，盃型（CuP），類圓型

（Oval）及び指環型（Rin9）の4型に大別して分類を

行つた。　・

　碕吾々は共他に同時に頗貌，　二二，三の人類学的測定

（身長，休重，胸囲，坐高，頭長及び頭巾），並L液型及

び毛『1欄1に関しても調査を行つたので同時に附記す

るo

　腎孟形態の分類（山之内氏分類）

　（1）解剖的腎孟を有するもの

（1）2個の腎蓋が腎孟を形成せるもの……（1・1・）

　（A）2個の第1位腎童のみが腎孟に開口せるも

　　の…・…………・り・…………・…・…・・…（1ユ，A．）

　　（め両第1位腎蓋iの大さ暑々等しきもの・・…・

　　　・　　　　　　㌧………・・……（1．1．A．a）

　　（b）下方の第1位腎蓋大なるもの…（1・1・A・b）

　　（c）上方の第1位腎蓋大なるもの…（1・1・A・の

　（B）2｛固の第1位1離謹の外更に若干の第3位腎

　　謹が腎孟に開口せるもの・…・……一（1ユ頂元

　　「a）両第1位離の大さ摺々等しきもの・・…・

　　　　　　　　　　　………………（1，1・B，の

　　（b）下方の第1位腎蕎大なるもの…（1・1，B・b）

　　（の上方の第1位腎議大なるもの…（1．1・B・c）

（C）下方の第1位fewのみによりて解剖的腎

　　孟を形成・せるもの　………………－s…＜1，1．C）

（2）3個の第1位！離が腎孟に開Flし解剖的腎謹

　を形成せるもの………・……・・……・…・…＜L2）

（3）第3位腎釜のみが腎孟に開口せるもの…（L3）

　（A）　腎孟は上下の方向に岩々直線状に細長く

　　延長し，且第3位腎蓋も相当の長さを示すも

　　の………………………………・・…・…（工3．A）

　（1／1）．（A）に比すれば腎孟短且×にして5（第’3位

　　腎譲も多くは短きもの…………“…・（1，3．B）

　（C）腎孟大にして1個の獲状を呈し第3位腎蓋

　　も極めて短きものT■ny…・…・………・…（1．3．の

（4）解剖的腎ヨ言：大にして其形署々「アンプー一レ」状

　を呈するもの’………………・・…・…・…・…（1．4）

（5）解剖的腎孟を認め得るも多くは極めて小なる
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　　もの……………………・…・・…・……・・……（工5）

　・（A）1個又は数個の第1位腎蓋及若干の第3位

　　　腎蓋i腎孟に開口し其形暑丁型を呈するもの…

　　　　　　　　　　　……………………（1．5．A）

　　（B）暑等大2個の第1位腎i蓋腎孟に開口し其

　　形多くはY型を呈するもの・……・…＜1．5丑）

　　（c）暑等大2個の第1位腎謹腎孟に開口し更

　　　た第2叉に第3位腎蓋が下方若しくは上方の

　　第1位腎蓋に又は両方のes　1位腎蓋に開口し

　　其形多くは花環状の観を呈するもの…（1．5．C）

　　（D）第1位及第3位腎蓋共に著しく延長iせる

　　　もの…・・…………・………－T－……・一・（1．5．D）

　　（E）2個の第1位腎諜が腎孟に開口し上方の第

　　　1位腎蓋は延長し其大さ極めて小なるもの“・

　　　　　　　　　　　　’・・…　一・・一・’∴・・（1．5．E）

（II）解剖的腎孟を有せざるもの

　　　　　　　　　　　　　　　第1表　　1

　　　（1）暑等大2個の第1位腎蓋に岐れ其型多くは
　　　　Y字型を呈するもの・・………………・……（II・1）

　　　（2）碧等大2個の第1位腎蓋に岐れ且第2位叉は

　　　　第3位腎義が下方若しくは上方の第1位腎蓋に

　　　　叉は両方の第1位腎蓋に開口し其型多くは花環

　　　　状の観を呈するもの・……………・・……（工1．2）

　　　　　　　　検査　成　績

　第1表：1卵性双胎14組

　第2表：2卵性双胎15組

　第3表：卵性不明双胎15組

　第4表11卵性双胎の小腎釜の数並に形

　（表中O印は極めて類似し区別のつかないもの，　△印

　は類似しているが区別のつくもの，×印は全く類似し

　ないもの）

　（附図は1卵性双胎第6，8，9，11，12症例の排i世1生腎孟像

　である）

卵　性　但4例）

番年性腎孟形態血顔毛 人類学的測定値
号 令 R L 渦 身長 体重 胸囲 坐高 頭長 頭巾

ユ3

別♀♀

1．2 1．2

液型…」〔A　．ABAB

貌O

148．5 41．5 72．0 832 16．5 ユ5．2

1．2 1．2 147．2 39．5 71．0 82．4
　　　　A

P5．2

9
♂ 工1．A．a 1．3．A

日ユ28．3

28．0 61．0 70．0 17．1

　　14．6一一、一｝

@　14．0

6 1，3」3 1．1．A．a
O

OOO

128．3 28．4 62．0 70．6 17．1 14．0

ユ2
1ユ．A．a ユユ．A．b ユ37．5 31．5 61．0 76．0 17．2 14．9♀♀

1ユ．A．a ユユ．A．b
△

137．5 29．5 61．0 76．5 16．5 14．5

工，1．B．b 1．2 141．7 33．5 68．0 77．6 17．7 ユ5．5
12

U．B．b 1．2，
O O

141．7 34．2 66．0 77．8 17．7 15．5

1ユ．A．b 1．2 130．4 28．0 65．0 70．3 16β ヱ5．0

　♂

@♂

@δ．一

ﾛ、旦＿　a　6 1。1．A．b 1．2 131．0 67．0 69．8 16．5 14．9

1．1人．b 1ユ．A．b

O△

114．3 ユ9．5 58．5 64．2 15．4 工5．2

1ユ．B．a L1．A．b 114．5 ユ9．5 58．0 65．4 15．5 14．9

1．1．A。b ］1。A，a 122．7 24．0 57．4 68．8 16．3 16．2

12

@7

P0

p一
?O

E一一’

@8

1．1．A．b 1．1．A、乱

○

122ユ 23．0 54．0 69．7 16．6 16．4

1．3．B 125．4 23．5 60．0 69．9 17．5 14．4

　6

@δ一一

@6　　〔

@δ一｝

@a

1．3．B

L1．B．b－「　　」　一　一

H。1．B．b

OOOO△OO

O
125．6 24．0 61．5 68β 17．0 14．3

　3

@4

@5

1．2 1．3，B　　　　　A 117．5 6ユ．5 668 16．4 13．8

1．2
　　　テ

P，3．B 1212 22．0 62．0 70．0 16．6 ユ4．0

11．A．a 1．5．A

01……　×

「　U6．0
20．0 55．0 63．8 172 14．9

11．A．a 1．5，A 114．5 20．0 60．0 66．5 17．8 152

1ユA．b 工．1．B．b 134．5 30．0 63．0 76．0 16．5 14．3

ILB．b ］ユ．A．a
O

1355 29．0 59．5 76．5 16．4 14．5

　7

黹?P－12ユ2ユ5

1．5，B
　　　　「

P，5．B 142．5 33．5 67．0 78．8 162 15．2

　6｝「－

@6｝－

@9

@♀

@♀

@♀一一

@δ一i一一

@8

@♀

@♀

1．5，B ］．5．B
×

142．5 34．5 70．0 79．2 16．4 15ユ

1ユ．B．b 1．5．A 136．8 332 68．0 76．0 16．6
　、

P5．4

L1．Rb 1，5．A

○○△

O
135．4 65．0

’74．7
17．0 15．3

工．1．A．b 1、1，A，‘b 141．2 35．5 70．0 69．6 16．0 工42
1．1．A．bほ1．A．b B

△
142．6 37・5 72．0 80．0 16．0 152
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第2表 2卵性（15例）

番

号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

］．1

12

コ．3

14

15

年 性

ユ…9　01…　

－

　腎孟形態　　血　顔
　　　　　　　　液
　R　　　L　　型　貌

1．5．、、．1．5．B　O
　　　　　　　　　　O
I、1．A．：L　　1．5．　B　　 O

I・1・A・h　Iユ・A・G　＿A

　　　　　　　　　　＞（
工工A・：　1・3・A杢旦

1・1・A・‘じ　　1・5・A　

ユ　　　　　　　　　　×
1・5・∧・　T・1・，N・b　 ．＿EXI＿

工5’A・　1・1・A．．b　ユ

　　　　　　　　　　×
1ユ・A・e〕・1・へ・・：L＿9、

　1・2　1ユパ・b一旦
　　　　　　　　　　×
1・3・A・　ユ．1」〕・b　　ム、

重複腎孟1．3．A　．△
　　　　　　　　　　×
1．　5．A、　　1．1．T呈．a　＿．三さニ

エ1．B．b　I．1．A．1，　＿主

　　　　　　　　　　O
Iユ・A・a　Iユ・A・G　A

H・A・II・1・B・b≡△

1・5・aAL　　1・5・A　　＿A

　L2＿ハユ・へ・b．．tN

　　　　　　　　　　△，
重複1翻；1・1・B・tL＿杢

エユ・A・：LI・5・A－一旦

　　　　　　　　　　△，
1・1・B’a　　工　5・A・　＿A－．

」・1・B・b　　I・5・B　 三Σ1三

　　　　　　　　　　△1．5．A　　1．5：－t”．，、＿i＞＿

1．1．B．b　］．1．A．a　B－

　　　　　　　　　　×
工5・B　ユ・ユ・B・bユ

1ユ・B・h　1・5・A、＿ど．

　　　　　　　　　　〉く
工　5・B　　I・5・B　 ＿≦〕＿．

1ユ．B．b　　工1．tX．．｛L　　』B

　　　　　　　　　　（r．）
1．3．二S．　1．1．A．b　　B

I．1．A．．a　I．5．　A．　o

　　　　　　　　　　O
I，3．A．　1．1．’B．b　　　O

毛

占1

（⊃

○

×

○

○

○

×

×

×

×

×

○

×

×

○

身　長

153．5

148．0

146．0

143．5

140．0

ユ38．0

129．0

138．0

138．0

128．0

5
ウ

ー

5
サ

0

0
サ

5

肪
0

ロ

ー

｝旦a＆

6

0一〇

鱗品

030

0
ウ

0
　

8

鯉旦

皿
0．81　4

5621

人　類　学　的測　定値

体重 胸　囲 坐高 頭長 頭　巾

43．5　…｝〉一一・ 74．0 80．7 18．4 14．9

73．2 81．5 工5．3
　　42．5・…．F声…イエ11年丸｝〔

@　39．5 71．0 81．6

　　ユC．5一ルw」〉㌔一「．．一

@　ユ5．4一一ゴ

@　17ユ

　　ひ一
P42｝」一．一

38．0 69．0 76．4 145

35．0 66．0 77．0 17．5
一　　14．3

32．0 65．0 75．0 172 142

，29．5 65．0 71．0 18．3 15．3

34．0 68．0 75．5 ユ7．5 15．0

27．0 56．0　　　　バ 18．4

26．0 56．0

　74．5－⌒．・一一

V1．5

　　14．3　　　一一」ず　　ユ4．2　　　－…

32．5 752

　16．6一一r・一一

@17．2 152
Wいr㌦F－…「1…「

@　32．5

67．5　　　’－

U9．0 75．0 17．6 ］－5．7

’－

Q3．0
　－
@　64．0 70．0 ユ5．8 15．0

24．0 67．0 69．0 15．7 15．7

16．5 51．0 62．7 15．3 14．0

19．0 55．0 63．8 15．4 15．5

48．0 79．0 84．3 10．0 15．3

55．0 82．0 85．0 18．5
1　15．3

32．5　　　－一 74．4 17．3 15ユ
．． 黶D「一「一．

@28，0

66．0

U2．0 73．8 ユ6．5

．｝

20．0
　一’｝
U6．6

一閲一一w「．一一一一‥

@　16．3

　14．0「．一．一．．一．．

@　14．6
甲r，、ゴ’一＾、「〉‘T一一

@　24．0

　5工5－←一←1’｝’

@57．0 70．4 16．4 14．6

45．0 67．0 78．0 16．5 ユ4．5

33．5 77．0 S4．5 18．5

32．5 68．0 75．0 17．4

　　16．0・一コー・一コー

@　162
　一　
Q4．5 60．0 16．4 15．6

24．0 68．0 69．2 16．2
一｝A－・一一

@　14．4

68．0 692 16．2 ユ52　　　「酊　　22．0－一一」……〔－

@　23．0 61．0 70．5 16．6

23．5 6⊥．0 71．3 16．2

15．0

P5．0

　　　　　　　　考　　　　按

　双胎に関し人口調査的統計，人類学的測定，拍L液

型，指紋其他遺伝学lil勺研究に関する報告は枚挙…に遅ま

なく，叉病的解剖学的方面に於ても内臓諸器管（脳，

心臓，胃，肝等），神経系，血管系，迎動器管，褒に臨

撚的にも限科，歯科，耳鼻科並に婦人科領域に於ける

i報告も可成り散見される事であり，叉臨株上双胎に発

生した各種1庵形も数多く報告されている。

　泌尿器生殖器系統の比按研究に関しては既に解剖学

的に永田氏，三井氏，佃氏等が腎，腎孟，腎藷，腎拍L

管及び腎乳頭等に関して系統的な比較研究を報告し，

叉宗像氏は女子外陰部並に女子生殖器の」：ヒ較研究を

報告している。

　更に泌尿器生殖器の崎形並に疾病としてば馬蹄腎

（三井氏），重複尿管（永田氏），尿道脱（落合・関村・成

田氏，近藤氏），笥：の報告がみら2tる。

　刷休的に双胎に於ける腎孟像の形態の比較は唯1」牌

氏（1940）が工卵性晶胎児の］非泄性ピエログラムが極

めて類似している鄭を報告しているセこ過ぎない。

　抑々腎孟の形態は多種多様にして，腎孟の形を研究

せる先覚者は解剖学者1’］yrLlにして，彼は死休に就

きギブスを以つて其の型を取つて，之に就いて比較研

究せるが，全く同じ型を有する腎孟が無く，叉同一人

に於ても左右腎孟が同じからずと述べている。
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第3表 卵性不明（15例）

腎孟形態 人類学的測　箆値番号 年令 性別

R L

血液型一一A 顔貌1－　△

身長 休重 胸囲 坐高 頭長 頭　巾

1 9
1．3．B 1．ユ．A、b 117．8 22．5 63．5 65．4 16．1 15．3δ一

U 1．3．B 工3．A A 125．4 25．5 64．0 70．8 16．6 14．6

2 12
］ユ．A．b L1，B，b 1号 135．6 31．0 64．5 732 17．2 14．7♂－

W　一．一 1．3．B 1．3．B 134．9 32．5 67．5 75ユ 17．4 14．7

一 ・－
P2

1ユ．A．c 工1：B．a

O｝－A

〇－O－△．

131．0 265 60．0 72．8 16．5 14．6

6 1ユ．A．a 工1，B．a O

’毛

131．3 26．0 61．0 73．0 16．5 152

］1
1．1．A．a 1．2 O’ 141．5 35．5 68．0 80ρ 16．9 14ユ♀一

1ユ．A．a 1．2
一｝｝

n－O 『134．5 31．5 65．0 76．5 16．5 13．8

一一．
9 工　2 1ユ．B．b

一一
121．3 20．5 52．0 66．3 15．5

一←一一一
P4．7

工2 1．1」3．b 0
O

117．8 2αo 52．0 64．5 16．7 14．6

一6
L1．A．a u人a 0

一一〕1

P42．2 37．0 71．0 78．4 16．9 14．8

11

|10－10

♀一’

U－一

堰|

U

1ユ．A．a 1ユ．A．a 138．5 36．5 68．0 76．6 16．6 14．9

一7
】．3．A 1．1，B．b

〇－O

133ユ 29．0 63．5 74．1 17．5 16．3

3 1工A．a 1．1、B．b O 　‘P30．0 27．0 62．5 72．5 16．2 15β

12
6 1ユ．A．b 1．1．A．b O 144．0 33．0 68．5 75．4 　‘P7．4 14．6

8一

1．1．A．b ］．1、A．b O 146．0 37．0 ’64，0 79．0 17．4 16．3

一10
6－

婦1．5．A

U．B、a 123．0 242 60．0 69．5 17．0

噛㎜甲’・闘」｝炉一

@14．4

9 1、5，A 1ユ．B，a

A－A

1232 23．8 59．5 70．7 17．0 14．5

9－10

工1．B．o 124．9 24．0 61．0 76．8 14．7 14．5δ一『
1．3．C－一｝〔

H1．A．a 1、1．B，b

A｝－－

`－A

O ’139．9
36．0 70．5 862

爪〒

v5．6 15．0，

一一
P1

11

p10
1，1，B．b L1、B，b 一 123．5 23．5 57．5 69．6 15．7 14．2♀一

工1．B．b 1．3，B A
×

121．9 22．5 58．0 68．4 15．4 　→P4．4

♂ 1．5．A 1ユ．人．a AB 118．5 21．5 60．0 66．2 14512 8

1．3．B 工．3．B AB 119．5 22．0 60．5 66．6 16．5 14．5

一13 ←「－〔wA戸L

6一一

D旦

ﾂ

1ユ．A．a 1．　2 A 127．8 22．5
〉⑳…一一

T9．0

　’「一ゴ　」’〉一一｝

@65．0 16．8 15．7

］．5．A 1．3．A

○一一X－A

×

J22．2 20．0 55．5 63．0 17．0 14：8

14
♀ 工1．A．a 1ユ，A．a

A－A

1238 25．0 56．0 20．2 15．7 14．6

早 エユ．Aゐ L1．A．b
×

119．6 23．5 59．0 68．0 162 14．5

15
a 1．5．B ］ユ．A．a

人一〇

125．0 24．5 58．0 69．0 16．4 14．910
♂ 1，1．A，a 玉11、B．b O A ×

1243 24．0 58．0 69．2 16．6 15．2

　臨封木的にはVOeloker　u・Llahtenbergが　Pyelogra－

phy　に成功して以来　1’Sra∫Ls，　ch，　lr　t〕Un9，　Casper，

Picarcl　BoennintsrsluLt】s，　高』橋，　〒1了Jll，　±巨木，　　J⊥1之P「ヨ氏

等に依り研究せられ，腎孟像の分類に就ては且yrt］，

工tegue｛t，　1）｛．Lpin，　Hasebe，1）iesel　I，］iSenclra｝it；，　T”t　uberi

野崎，山之内氏等1によりて試みられて居り，腎孟の形

態は多種多様にして個人差が甚しく，殊に一側の腎孟

が偶然に同一の型を示したにしても，両側が一致する

事は極めて稀であると云はれている。従つて斯る腎孟

の形態を此較研究する鰍ま人類学的並に遣伝学的研究

の一資料として有意義と考へられるのである。

　双胎の研究を行ふに当り最も問題に成るのは卵性の

決定である。胎児或は出生直後に於ては卵膜並に晒帯

止t管の状態に依りその鑑別は確実であるが，生后年を

経たる双胎に於ては必ずしも容易ではない。性別，』血

液型，指紋，其他人類学的測定に依る相似診断法も或

る程度参考になるが決定的な根拠ではない。

　管々は共の成績の正確を期するため，主として双胎

児の両親特に母親，又其の双胎を取扱つた産婆，医師

等に間合せて，確実に信を於けるものを以つて卵性決

定の根拠となした。従つて卵性不明例が全体の約％を

占める事は止むを得ない事である。

　吾々の検査成績を比較検討して見るに，1卵性双胎

に於ては第2，第6及び第11症例の3組を除く他の11組
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第4表　小腎蔑の数並に形（1卵性）

番

号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

右腎孟形態

1i　2

1，　2

ユユ．A．a

1．3，B

工1．A．tV

L1．A．a

1ユ．B力

1．1．B．b

〕，IA，b

1．LA．b

1ユ．Alb

1．LB．a

1．1．A．b

1．1．A．b

ユ，3．B

1，3，B

ユ，　2

1．　2

工1．A．‘じ

1ユ．A．a

1ユ．A．b

T．1、B．h

1．5．B

1，5．B

1．1JI．b

1ユ．B、b

1．LA．b

1ユ．A．b

小
1

数

6

7

7

6

5

5

6

6

6

6

9

8

6

6

6

6

8

7

9

7

7

6

7

7

8

7

6

7

Cy1・

●⊥　4

3

3

c｛tP・

3

2

2

2

2 1

2　　　2

212
2 2

2

2

3

3

4　　　3

413
3 ．…umz

Ova1

2

1

2

1

0

0

2

1

1

1

2

1

3

2

2

2

2

3

3

3

2

2

3

2

2

2

3

　　　」．

2巨
2 1

2　　　2

2i3
312
4

2

2

2

2　　　2

2

2

2

4

3

2

3

2

1

2

iI 2

2

Rin9

0

0

0

＿⊥．

2

t，

0

1

0

0

0

0

0

0

1

0

1

0

0

0

0

0

0

0

1

0

0

0

　　　　一　　　　　　　　小
左腎孟形態‘一一一一一一

　　　　　　　　cy1・　　　　　　数

腎

」三＿旦＿L二iL

　工．　1　　　4

1．．§，Al

1

CuP．

2

Ova1

1

2L2－L旦
2 2 1

　　　　　一一12L止：・1
　1．1．．、．．fZ

I：1盛｝・＿L∠LL2＿L．2」　1

ユムLL上已lo　l
I．三）u　6　213　1
1，　2

1・　f？rm

1．　2

ユユ，A．h

1ユ：、」）

L1．．・、．ぷ

1，1、A．a

lrl，l！．1）

1．ILJLI，

1，3i；

L3」じ
1．5．A

I．5，A

22

一　

2

6’ P3
9 4

7　　　2

7　　　3

6　i　2
＿＿　＿＿　‘

　？　　　2

7　　ユ

3

2

4

3

3

3

3

3

5 1 2

　　　　　　　　　　　　　

5　　1i1
9　　　2　　　4

7　　　2　　　3

1

2

1

ユ

2

1

1

2

3

2

3

2

Rin9

1

0

2

0

1

1．1，B，b 28

300

　一　一

1

0

t
、ぺ

ー1

1．5，B

工．5．『1］

1．5．A

1．5．A

11．）　，A．1｝

L1．二㌔㌦ハ

1

0

O

0

0

0

0

0

0

0

0

1

2 0

7｝2

4

2「
21

→

3

ユ．1＿iZ＿，3
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7　　　3　　　　　　3
　　81312

2

1

2

1

2

0

0、’

0

0

2

1

0

1

は腎孟の形態は右側は右側同志，左側1は左側同志極め

て良く類似し，全く同一分類に属している。此の司Cは

」血液型，毛渦，人類学的測定等と聚々相符合する。爾

第2，第6及び第11症例に於ては分類上は異なつて居る

が其の相違は極めて僅かである。但し同一分類の腎孟

に於ても，其の小腎諜の数並に小腎釜の型に関しては

全く一致するものは極めて稀で，即ち1YI］性双胎14組

中，小腎謹の数が一i致するものは右側腎孟では6組，

左側腎孟では6組，左右の腎孟が共に相一致せるもの

は僅に3組に過ぎない。5Z．小腎諜の型まで全く一致す

るもの（，X：A．く見られない。　　　　　　　　　　tt

　2卵性双胎では腎孟の形態が一側に於て一致せる組

もあるが，大部分は一致を見ないのである。

　　　　　　　　緬　　論

　：吾々は44組の双胎に就て排泄性腎孟撮影に依る腎孟

の形態撒比較研究せる結果，1卵性双胎こ14組）では腎

孟の形意が層iめて類似して居る事を認めたが，小腎諜

の数禰こ小腎諜の形等の微細な点に於ては金くの一致

は認められなかつた。

（稿な綬るに臨ス・御教示をいただいた金沢医大井上教

援，｛・L肥巨ナ松」］一、ミ博士並に種々御協力力撒いただいた長

野市内，小中学校当局，父兄及びX線技術鎖維氏に傑

謝致します。）

　（本論文褒旨は昭和28年4月ag41回日本泌尿器科学

　　会総会に於て報告した）

　　　　　　　重　要　Vx　献

（1）谷口：臨妹産科婦人科10，4，350．　　（2）吉

岡　：　［ヨ泌尿会誌　24，7，535．　　　（3）Y詰〒1岡　：　日巨必万艮

会誌24，8，599・　　　（4）永田1臨林産科炎‖人科
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12，9，亨41．　　　　（5）ラ3Jく田　：解音‖学渠‖i誌／0，5，266，

（6）宗像：慶応医学ユ8，1，U9・1 @（7）永田：
Folia　allatOlllic2L　J’apott’ica　16，．’5，6，409．　　　（8）　宗

イ象　：解音IJ学拳‖i誌　12，2，54．　・．・（。9）　宗像：臨｝休産］…1｝

婦人科13，9，‘743，10，865．　（10）三井二解剖学

雑誌14，2，55・　　（ユ1）11｜岸：臨｝休皮泌境域5，2，

157・　　（12）近藤：日本婦人科学会熊本地方会報

2，4，614・　（13）佃・矢田部1民族衛生12，1，74．

（14）落合・関村・成田：体性29，1，41．　（15）三

井：双胎々児の解剖学的研究其七59，　（1の三井

：双胎々児の解剖学的研究其七71・　（17）E－i：」，Fl

双胎々児の解剖学的研究其七83’　　（18）三井：、

双胎々児の解剖学的研究其七95．　（19）三井：双

胎k児の解剖学的研究其七111・　20）三井：解

剖学雑誌23，3，3・．：　（21）三つ｛二：双1治々児の解剖

学的研究其七7・’い（22）三井：双胎々児の解剖学

的研究其七43・　（23）佃：双胎々児の解剖学的

研究其八1．、　（24）阿部：日泌尿会誌43，7，323・

（25）山之内1皮尿誌31，10，1358．　　（26）中村

：金沢医理学叢轡12，65．　r27）並木・山之内’花

岡：皮尿誌38，2，259．　（28）並木・木根淵・小林

・山之内：皮尿誌40，5，815．　（29）並木・山之内

：　皮尿誌　31，1332．　　　（30）　野：1¢予　▲実地医i家と臨撚

4，4，365．

弁

南天燭実総アルカロイドクエン酸塩の藥理作用

fff］和28年6fヨ16日受｛rj・

信州大学医学部薬理学教室　（主任　赤羽教授⊃

伊　古　美　文　雄

　　　　　　　ロレPharmacological　Besearch　on七he　Alkaloids　of

Fructus　Nandinae　（工）omestine）

Dep孔rtmelltて）f　Phamlacology，　Faculty　of　Medichle，　Shiロshu　University’

　　　　　　　　　　（Direc’tor　l　Prof．　J．　Akab岨e）

　　　　　　　　　　　　　　］E［unl｜（｝　　　］〔k（）nユi

　Fructus　Nandinac　contains　several　kinds　of乱1kaloids，　chiefly　cloxnestine（111Ulte］ユiue）．

　コRecen七1y，　we　stlldied　on　thG　p］！armacologiea］，1）roperties　of　this　allialoid　in　tlle　form　of

citrate；results　o｝）tained　were　fts　fo110ws．

　1）「rh　e　parellteral　LD50，s　foτfrog　axld　mollse，　wereユ，63mg．　and　1．5－一一1．Om・per　10g．，

resl）OGtively．　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　’

　2）The　signs　elicited　by　the　administration　of　toxic　am（）umts　of　this　all（aloid　t（）1〕ユ｛ce　and

frobcrs｝）y飢1bc11栖neous　rolttes　wet’e　stiml11砿io〕1　0f　the　centi’al　nervous　systeユn　fo110wed　by

depression．　Death　occured　within　a　few　hours　cl’tie　to　resl）iratol‘y　arrest．

　3）Thls　alkaloid　inhibited　the　action　of　exeised　frog　heart　as　we11　as　anestlletizod　frog

hGa廿．

　4）T｝le　intra’venous　injection　of　this　a］1ζaloid　from　1．O　mg．』to　5．O　mg，　per　Iぐ9．　of　body

weight三uto　anesthetitzecl　rabbits、vas，follo、、’ed　in　several　scconds　by　hyPotei’isio］．L，1・L－h：，1）｛1・tltoJ’y

exitemejlt　an（丑slight　tachyca】・dia，　hut　these　1’esPonf　es　returned　to　nornial　lovel　ill　a　1〕e｝’iod　of

O〕工e　to　tlVO　n亘苫111tes．

　　　　　　　　緒　　　　言

　南天燭実は漢方で鎮咳薬として用ひられている。そ’

の中にはアルカロイドを含有し，1高瀬，大橋①は之を

ナンテニンNanLeninと命名し，間庭②はドメスチン

Domestin　C20　H21NO4なる名称を与へている。北

脳亘）に依れば，両者は同一物にして，南天燭幹皮中に

検出されるドメスチシンDOm〔紺olDのメチ・一ルエー

テルなることを明らかにしているp樹皮は4種の結品

性アルカロイ1㍉ナンヂニン，ベルベリン，ナソダヅ

リン及びドメスチシンを含有している④。


